
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

徳島市千松小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○授業に一生懸命取り組む。与えられ
た課題には，真面目に取り組む。
●自分で課題を見つけて，工夫して学
習に取り組もうとすることに課題があ
る。自信をもって取り組むことが苦手な
児童もいる。

・各教科の学習で自分なりの課題をも
ち，主体的に取り組むことができる。
・学ぶ楽しさや喜びを感じることができる
とともに，自分に自信をもつことができ
る。

・学習課題をつかませたり，見通しをも
たせたりすることで，主体的に取り組む
ことができるようにする。
・スモールステップを心がけ，児童のが
んばりや成果を褒め，達成感や次時へ
の意欲，課題意識をもてるようにする。

○児童が自分の思いや考えをもち，対話することを通して考えを広げたり深め
たりする授業の実践

○認め合い，話し合い，学び合う授業の実践
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・学習で課題を見つけ，話し合い活動を
通して解決する方法を考えることができ
る。
・自分の考えを明確にもって相手に伝え
たり，相手の話を自分の考えと比べな
がら聞いたりして，考えを広げたり深め
たりすることができる。

・ホワイトボードやメモ・付箋，タブレット
等を効果的に活用して自分の思いや考
えを書き意見交換をする。
・相手意識や目的意識をもって，ペアや
グループで話し合う機会を効果的に設
定する。
・児童の発表や話し合いの内容に応じ，
更に考えが深まる発問を行う。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○友達の意見を聞こうとする態度が身
に付いてきている。
●根拠を明確にして自分の考えをもち，
思いや考えを表現したり，伝え合ったり
することを通して，さらに考えを広めたり
深めたりすることに課題がある。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習に真面目に取り組む児童が多
く，基礎・基本的な知識・技能は，身に
付いてきている。
●なかには，基礎・基本的な知識・技能
が身についていない児童もいる。また，
基礎・基本的な知識を活用することに課
題がある。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・既習学年や当該学年の基礎・基本的
な知識や技能を確実に習得することが
できる。
・身に付けた知識や技能を他の学習や
生活の場面において活用することがで
きる。

・正確に読み取らせるために，教科書に
アンダーラインや囲みを入れ的確に捉
えさせる。
・ドリルやプリント，AIドリルなどタブレッ
ト端末を活用して，既習事項を繰り返し
復習できるようにする。
・光る子十ヵ条を徹底し，家庭との連携
に努めることで，授業や家庭学習にじっ
くり取り組む習慣をつけられるようにす
る。


